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例  言

1.本書は平成18年度に実施 した長野県上水内郡信濃町における開発事業に伴う発掘調査、試掘調査、確認調査

の報告書である。

2.調査は国からの補助金交付を受けて信濃町教育委員会が実施した。

3。 本書の執筆、編集は調査担当者である渡辺哲也がおこなった。編集の補佐を藤田桂子がおこなった。

4.本調査の遺物、実測図、写真等の資料はすべて信濃町教育委員会に保管されている。出土資料の記号は清明

台遺跡が [06SM]、 海端遺跡が [06UM]、 照月台遺跡が [06SG]、 柳原遺跡が [06YH]、 一里塚遺跡が

[061R]、 諏訪ノ原遺跡が [06SW]で ある。

5.調査体制は次のとおりである。

調査主体者   信濃町教育委員会

事 務 局   教  育  長  小林豊雄

教 育 次 長  静谷一男

生涯学習係長  丸山茂幸

調査担当者   生 涯学 習係  渡辺哲也

発掘参加者

(1.清明台遺跡)篠崎和美、高橋是清、田村勇、深澤政雄、藤田桂子、山善啓一、 (3.海端遺跡)高橋是清、

田村勇、深澤政雄、山書啓一、(4.照月台遺跡)高田昭夫、田村勇、深澤政雄、藤田桂子、(5.上 ノ原遺跡)篠

崎和美、藤田桂子、 (6。 上ノ原遺跡)篠崎和美、高橋是清、田村勇、深澤政雄、藤田桂子、山善啓一、 (9。 東裏

遺跡)高橋是清、田村勇、深澤政雄、山善啓一、 (10。 柳原遺跡)篠崎和美、高橋是清、田村勇、深澤政雄、藤

田桂子、山寄啓一、(11.一里塚遺跡)高橋是清、田村勇、深澤政雄、(12.諏訪ノ原遺跡)高橋是清、田村勇、

山善啓一

※遺跡名の前の数字は図 1と 表 1に対応する。

整理参加者   篠崎和美、藤田桂子

6。 清明台遺跡の一部の石器石材について、中村由克氏 (野尻湖ナウマンゾウ博物館)か ら鑑定していただいた。

7。 調査をおこなうにあたり、次の方々には多大なるご協力をいただいた。記 してお礼を申し上げる次第である。

北村勝博、小林昭三、小林儀市、小林達也、小林美鈴、佐藤範征、塩浦綾子、清野真秀、西原幸男、吉川信夫、

若月富夫、渡辺孝俊、信濃中学校、株式会社総合環境研究所、信越工業株式会社、中信建設株式会社、 トレス

ホームズ株式会社、中藤建設株式会社、長電建設株式会社、長谷川興業、藤沢工務店、有限会社古沢建築

(敬称略)
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I 信濃町の環境と遺跡

1.自然的環境

信濃町は長野県の北端に位置し、新潟県妙高市と県境を接している。町域は東西方向に概ね3つ の地形に分け

られる。東部は第二紀鮮新世から第四紀前期更新世の堆積岩を主体とする基盤山地が占め、それらの上を斑尾山

起源の安山岩溶岩が覆っている。野尻湖はこの基盤山地の中にあり、およそ 7万年前にその原形ができたとされ

る。西部は第四紀中・後期更新世の飯縄山、黒姫山の火山地形が占める。この東西の山地に挟まれた中央部に低

地帯があり、主に後期更新世から完新世の湖沼・河川堆積物からなる丘陵、段丘、低湿地などになっている。

野尻湖を水源とする池尻川は関川水系に属し、北方へと流下する。一方、長野市戸隠を水源とする鳥居川は千

曲川 (信濃川)水系に属し、南東方向へ流下する。この二つの水系の分水嶺は柏原地区に位置し、その辺りはな

だらかな高原状の地形となっている。こうした平坦な地形は内陸部と日本海側をつなぐルートとして古 くから利

用されてきたものと考えられる。

現在人々が暮らす居住域は標高700m前後の地域で、 日本海側の気候に属し、冬期は寒冷で多雪、夏期は比較

的冷涼で、避暑地として利用されている。

2。 歴史的環境

信濃町は前述のような地形の特徴により、日本海側と内陸部をつなぐ交通の要所にあたるため、古くから人々

の往来が盛んであったと思われる。野尻湖の西側の湖底に広がる立が鼻遺跡はおよそ4万年前の狩猟・解体場遺

冬

跡 (キ ルサイ ト)と考えられており、 こ

こがゾウの遅iり 道であったことがうかが

える。国内有数の後期旧石器時代の遺跡

が集中する地域であることからも、遊動

する旧石器人にとって交通の要所であっ

たことは明らかである。古代の東山道支

道が通っていたと推定され、また、江戸

時代には北国街道が整備された。関川を

境として信濃と越後の国ざかいがあった

ため、こうした歴史的な地理的条件 も備

えた地域でもある。中世の山城が多いこ

とも交通の要所として争奪戦がおこなわ

れた地であることを物語 っている。

信濃町には現在までに173ヶ 所の遺跡

が知 られているが、時代により遺跡数の

変遷にその特徴が見出せる。①旧石器時

代の遺跡が集中する。②縄文時代では草

創期、早期の遺跡数は多いが、前期以降

の遺跡数は少ない。特に中期が少ない。

③弥生時代、古墳時代の遺跡数 も少ない

が、平安時代になると遺跡数が多 くなる。

今年度の調査でも、この傾向を追認する

結果となった。

Ⅱ 調査の内容及び成果

賢

t業

図 1 調査地の位置 (信濃町役場平成15年12月 作成 1/25,000地形

図を使用)※番号は表 1に対応

個人住宅建設に伴う発掘調査と大規模

開発に係る試掘調査・確認調査を対象と

して国庫補助事業を実施した結果、平成

18年度は図 1及び表 1に示したように13

ヶ所を調査した。これには工事立会 4件

を含めた。前年度の調査件数が 2ヶ 所で

あったことに比べると、遺跡に係る開発
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表 1 平成18年度に調査した遺跡一覧

遺 跡 名 よ   み 原 因 調査方法 調査面積 調 査 期 間 出土点数 発掘届日 終了届日

清明台 せいめいだい 個人住宅 発掘 23.5」 9/20-9/29 463メミ 7/20 10/6

仲町 なかまち 個人住宅 立会 (324ピ ) 7/7 0点 5/10

海端 うみはた 倉庫建設 試掘 5。9ゴ 11/7 10点 9/8 11/13

照月台 しょうげつだい 個人住宅 試掘 7.6」 4/24-4/25 占
（

2/14 5/2
上ノ原 うえのはら 研究所 確認 381ぽ 6/22-6/23 0点 4/28 7/12
上ノ原 うえのはら 下水道管 試掘 4.8ゴ 11/7～11/10 0点 7/13 11/16

東裏 ひが しうら 個人住宅 立会 (31l r) 6/30 0点 4/25

野尻湖団地 のじりこだんち 個人住宅 立会 (325r) 7/5 0点 4/2
東裏 ひが しうら 個人住宅 試掘 7.2ピ 9/20 0点 6/20 9/27
柳原 やなぎはら 学校建設 確認 97.6」 11/22-11/27 11点 12/4
一里塚 いちりづか 個人住宅 試掘 8ぷ 9/28-9/30 16点 7/20 10/6
諏訪ノ原 すわのはら 個人住宅 試掘 5。 1」 9/13 15点 7/3 9/20
諏訪ノ原 すわのはら 倉庫建設 立会 (700」 ) 9/4 0点 6/20

※調査面積の内、( )内 の数字は調査対象面積。

行為が増加傾向にあることが伺える。

以下に調査の内容と成果を記述する。

1.清明台遺跡 (2006個 人住宅地点)

A.概要

所在地    信濃町大字野尻字高山1197-363

原因

調査方法

調査面積

調査期間

個人住宅建設

試掘調査・本調査

23.5『

平成18年 9月 20日 ～ 9月 29日

出土遺物点数 463点

B.遺跡の環境と調査に至る経緯

清明台遺跡は野尻湖の西側約1.5kmの 台地上に位

置する (図 2)。 台地の東側には池尻川低地 (西た

んぼ)が広がり、東側には北へ流下する池尻川が流

れる。川 との比高は約25mで ある。ここに清明台

という別荘地が造成されており、今回その一角に住

宅建設が計画された。この地域では過去に野尻湖発

掘調査団による地質調査などで旧石器時代の遺物が

採集されている (野尻湖人類考古グループ 1994)。

住宅建設が計画された場所は北へ緩やかに上る傾斜

地の途中にあたり、西側は池尻川に向かう崖状の地

形となっている。ここには以前に建物があったとい

うことから、遺跡が既に破壊されている可能性もあ

り、遺跡がどのように残されているかを確認するた

めに試掘調査を実施 した。その結果、試掘調査のす

べての トレンチから石器が出土 したために本調査が

必要 と判断 し、事業主側と再度協議をおこなって了

解を得た。

C.調査の方法

図 2 清明台遺跡の範囲と調査地の位置

図 3 清明台遺跡の調査範囲

試掘調査は9月 20日 と22日 に実施した。建物の基礎工事の範囲の四隅に1。5m× 0.8mの トレンチを設定 し、 表

土から手掘りによっておこなった。遺物が出土したために本調査が必要になり、事業主側と協議 した結果、引き

続き本調査をおこなうことになったため、 9月 25日 から29日 までの5日 間で実施した。試掘 トレンチで遺物が多

数出土した北西コーナーのトレンチを中心に、主に西側で調査範囲を拡張した (図 3)。

D.調査の結果

a.層序

信濃町の台地上の遺跡で見られる層序がここでも確認することができた (図 4)。 表土 (I層)の下には「柏

原黒色火山灰層」と呼ばれる黒ボク土 (Ⅱ 層)がある。Ⅳ層は明褐色土で、Ⅲ層はⅡ層とⅣ層が混ざり合った漸

□
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図 4 清明台遺跡の土層

表 2 層準別石器の出土点数

表 3 石材別石器の出土点数

石材名 An Ob 丁u Ge Ch Ag
点数 226 60.9% 42 11.3% 38 10.2% 30 8.1% 29 7.8% 1.6%

重量(g) 1248.4 50.8% 92.51 3.8% 803.92 32.7% 97.03 3.9% 208.42 8.5% 8.77 0.4%

1点の平均重量 5.52 2.20 21.16 3.23 1.46

移層 (「 モヤ」と呼ばれている)と なっている。Ⅵ層は褐色土で「黒色帯」と呼ばれており、V層はⅣ層とⅥ層

が混在した範囲である。 このV層 にAT(姶良 Tn火山灰で、 野尻湖周辺では「ヌカ I」 火山灰と呼ばれてい

る)が含まれることが野尻湖発掘調査団により確認されている。遺物は I層からV層まで出土しているが、石器

の79%、 礫の97%がⅣ層から出土しており (表 2、 表 8)、 この地点の生活面はⅣ層の中にあったと思われる。

主な遺物の地層中の位置を図11に示したが、Ⅳ層の中でも中央部分にもっとも遺物が集中していることがわかる。

b。 遺物の分布と遺構

今回の調査地では西側全体と北東コーナーで遺物の集中が見られたが、調査地の中央部は以前の建物によって

撹乱を受けており、そこが遺物分布の空白となっているため、両者の関係は不明である。遺物は礫群の周囲に製

品 (ト ゥール)がまとまっているように見られる (図 5)。 石材別の遺物の分布は図 6～ 10に示した。下呂石に

ややまとまりが見られるものの、どの石材も全体に広がって分布 していることがわかる。石材別では無斑晶質安

山岩が点数、重量ともに全体の半数以上を占めている (表 3)。 凝灰岩の点数は少ないが、大形の遺物が多く、

重量では2番目に重い。数量では黒曜石が 2番 目に多いが、重量では3.8%し かない。これは下呂石と拮抗する。

この地域の他の遺跡に比べて下呂石の点数が多いことも特徴として挙げられる。なお、母岩別の分類は図16に あ

るように、石材の色を調べるとともに、それぞれの石材の特徴を縦軸と横軸に取り、それによってグループ分け

をおこなった。肉眼レベルの分類のため、同じグループのものが同一母岩という確証は得られていないが、近い

石材をまとめることができたと思われる。分類結果は表 6～ 7の母岩の項目に示した。

皿 暗赤褐色上(Hue5YR3/3)[モ ヤ層]

粘比あり、しまりあり

粘性あり、しまりあり硬い(lll層プロックが7月ビる)

Ⅵ 褐色Jllue7 5YR4/4)[黒 色制

層  位 I層 Ⅱ層 Ⅲ層 Ⅳ 層 V層 カクラン
出土点数と割合 2(1%以 下 ) 7(2%) 40(11%) 294(79%) 4(1%) 27(7%)
地層中の位置 中 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 /

点  数 26 42 197
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石材別の遺物分布 (無斑晶質安山岩)

(凡例は図 6～ 10に共通する)

図 6

図 5 清明台遺跡の遺物の分布 (全体)

図 7 石材別の遺物分布 (凝灰岩)
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図 8 石材別の遺物分布 (黒曜石)



図 9 石材別の遺物分布 (チ ャート)
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図10 石材別の遺物分布 (下呂石)

表 4 礫に関する分析結果

主な遺物の地層中の出土位置図11
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割れの割
合(%)

焼け
(3段階)

平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

199 59

割れ
ありO
なしX

焼け
ありO
なしX

自然面に焼け
あり○
なしX

割れ面に焼け
あり0
なじX

平面形
(長短)

平面形
(角丸)

数 数 数 数 数 数

O 92 O 92 O 80 O 69 長 26 69 角 63 72
X X X 1 X 23 短 62 丸 25 28
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8①⑭①
[      細粒
【凝灰岩 (Tu)】

不透明    透明
【黒曜石 (Ob)】【無斑品質安山岩 (縞あり)(An(2))】【無斑品質安山岩 (縞なし)(An(1))】 【下呂石 (Ge)】

石材名 記 号

―
暮

熙斑品質安山岩
(5Y3/1) (5Y6/1)

にぶい黄 噴
“

珈
２
．
５Ｙ

にぶい黄 にぶい黄 普灰黄 黄褐

熙斑品質安山岩 明黄褐
(2.5Y6/6)

墳
餡

珀
嶽

明黄褐 飾
‘２．５Ｙ

にぶい黄 黄ヽ
的鰤

２．５Ｙ
17.5Y5/2)

燿灰岩
灰黄
(2.5Y6/2)

にぶい黄 諦 にぶい黄橙
(10YR 7/4)

浅黄 灰自 灰白 灰 自 灰 白 灰 自 灰 自 天白 灰自
(7.5Y7/2)

黒

的

灰

ν

暗

佃
黒
(5Y2/1)

叡 黄灰 黒褐 黒

取
圏

灰
∽

黄灰 嗜オリープ灰 陽色 暗赤褐 暗赤 赤褐

玉髄
紫灰
3P5/1)

図16 母岩別分類の方法
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礫の分布は図12に示した。石質は安山岩で、在地の礫であり、鳥居川等で採取できる。ほぼ同層準から出土し

ていることから、ほぼ同時期のものと判断した。これを視覚的にグループ分けし、 6つ の礫群として捉えた (図

13)。 また、一辺が20cm程ある大きな礫が出土したため、その周辺の礫を含め配石遺構とした (図 15)。 出土し

たすべての礫のデータは表 8に示し、それを集計 して平均値等を表 4に示した。大きさは長軸を上下にして置い

て長さとし、それに対する幅、厚さを計測した。その平均は大人のこぶし大ほどであることがわかる。割れの割

合とは礫の外形の内、何割程度割れているかという値で、平均で約 6割 となっている:焼けはその程度を目で見

た感覚で 3段階に分け、礫表面の焼け色 (橙褐色など)が濃いものを 3、 薄いものを 1と し、中間のものを2と

した。礫は全体の92%が割れており、同様に92%が焼けている。割れた面が焼けている礫が59%あ ることから、

礫を繰り返 し焼いて使用していることが伺える。平面形で長くて角張ったものが多い傾向も、割れた礫が多いた

めと思われる。配石の礫も焼けており、礫群、配石はともに火にかけられていたことは明らかで、調理等に用い

られていたことが想定できる。

C.出土遺物

遺物は縄文土器 2点を除いて旧石器時代のものと見ており、主な遺物を図17～ 20(番号の下に器種、石材、出

土層位、遺物番号を記 した)に示し、その特徴を表 5に記載した。石器の部位の呼称や計測部位については図21

に示した。石材名と石材の略号は図16を参照されたい。剥片石器の石器組成はナイフ形石器、掻器、快入石器で、

ほかに敲石が 3点出土 した。石核と剥片から剥片剥離技術を推定すると、打面調整景J離 はおこなわず、自然面や

単剥離面を打面として110度前後の剥離角で、 幅広の剥片を景J離 していると思われる。 中には翼状剥片に類似し

た横長剥片も見られるが (図 19の 30～ 32)、 瀬戸内技法のような横長剥片を連続で剥離する技術で剥離されたも

のとは考えられず、先に述べた剥片剥離技術の中で、こういった剥片も剥離されたものと考えられる。ナイフ形

石器の二次加工は急角度のものが多く、調整角が90度前後を示すものが多い。そのため石器が厚いという印象を

もつ。掻器は素材の末端に孤を描くように刃部がつくられていて、素材の剥片の打面側が折れているものが多い。

これは折れたものか、意図的に折られたものなのかは不明である。縄文土器は縄文早期の沈線文系の土器と思わ

れる (図 22)。

E.ま とめ

今回の調査地点では23.5ど という狭い範囲の調査でありながら、463点 もの遺物を得ることができ、礫群等の

遺構とともに、旧石器時代の石器群を検出することができた。遺物のほとんどが旧石器時代のほぼ同一時期のも

のと考えられる。

今回の出土層位はⅣ層の中央付近からやや下位にかけてである。野尻湖発掘調査団による地層区分では上部野

尻ローム層Ⅱ下部にあたり、長野県埋蔵文化財センターの層序区分のⅣ層下部にあたる。この層準は広域火山灰

のAT(姶良 Tn火山灰)降灰後のそれほど時間の経っていない時期にあたる。文化層では野尻湖人類考古グル

ープによる区分の上Ⅱ下部文化層 (野尻湖人類考古グループ 1994)と、長野県埋蔵文化財センターが調査した

遺跡から設定された第Ⅲ期 (谷、大竹 2003)に あたるものと思われ、南関東ではV～Ⅳ層下部に対比される。

今回の調査地点の石器群の特徴をまとめると以下のようになる。

①出土層位はⅣ層中部～下部。

②石刃は組成せず、石刃技法は見られない。

③景1片景1離 は打面調整をおこなわず、自然面や単景1離面を加撃して、幅広で横長の景J片を景J離する。

④景1片石器の石器組成はナイフ形石器、掻器、扶入石器である。

⑤ナイフ形石器は概して小型で、切り出し形を含む二側縁加工と一側縁加工である。調整加工は90度 に近い

急角度になっているため、厚みがある印象である。

⑥掻器は素材の末端部に弧状の刃部を設ける。

⑦礫群が伴う。

野尻湖遺跡群の中で同時期の遺跡と思われるのは、出土層位と石器群の様相から、照月台遺跡 (野尻湖人類考

古グループ 1987)、 伊勢見山遺跡 (小林達雄 1982)、 大平B遺跡 (長野県埋蔵文化財センター 2000)、 日向

林B遺跡 (長野県埋蔵文化財センター 2000)、 七ツ栗遺跡 (長野県埋蔵文化財センター 2000)で ある。この

中では大平B遺跡の大平 I石器文化がもっとも近いものと思われる。日向林B遺跡の日向林Ⅲ石器文化、七ツ栗

遺跡の七ツ栗 I石器文化は石刃状の縦長剥片の景J片景1離が見られることなどから、これらは今回調査した清明台

の石器群よりもやや新しい時期に位置づけたい。

今回の調査地で遺物が出土した層準は野尻湖遺跡群の中でも遺跡数の少ない時期にあたる。今回この時期の資

料を比較的良好な状況の中で捉えることができたことは、今後の研究に寄与するところが大きいと思われる。
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図
番
号

勲
器

遺物名
石

材

地

層

位

の
置

層
中
位

特  徴

ナイフ形石器 Ⅳ 上
二側縁カロエのナイフ形石器。剥片を素材とし、その打面側を基部とする。先端角46度。調整角は左側縁が60～ 76度、右側縁が50～ 60度。刃角は
35度前後。

ナイフ形石器 上
一側縁加工のナイフ形石器。厚手で幅広の剥片を素材とし、その打面側に二次加工を施す。先端角は28度。右側縁の調整角は80～90度。刃角
は70度前後。

ナイフ形石器 Ⅳ 中 二側縁加工のナイフ形石器で台形状を呈する。素材を横位に用い、調整角は両側縁ともに70～ 80度。刃角は45度前後。
324 ナイフ形石器 Ge Ⅳ 中 一側縁加工のナイフ形石器。基部側が欠損する。先端角は38度。左側縁の調整角は80度前後。刃角は50～ 55度。

ナイフ形石器 An Ⅳ 中 一側縁カロエのナイフ形石器。幅広の剥片の末端部を刃部とし、打面側に急角度の二次加工を施す。先端角は82度。左側縁の調整角は70～ 95
度。刃角は25度前後。ナイフ形石器 Ⅳ 下

ナイフ形石器 中 一側縁カロエのナイフ形石器。先端角は80度。左側縁の調整角は60度前後。刃角は30～ 40度。

ナイフ形石器 An Ш 上
二側縁加工のナイフ形石器。基部の両側縁に加工があり、先端は欠損する。調整角は左側縁が70～ 75度、右側縁が70～ 80度。刃角は左側縁が
40度前後、右側縁が25度前後。

230 ナイフ形石器 Ob Ⅲ 下 二側縁カロエのナイフ形石器。幅広の剥片を横位に用いる。先端角は48度。調整角は両側縁ともに80度前後。刃角は35度前後。
205 掻器 Ⅳ 中 素材は複剥離面打面を残す幅広の剥片で、剥離角は143度。素材の末端部に刃部を設け、調整角は75～85度。

掻器 An カクラン 素材は自然面打面を残す縦長剥片で、剥離角は106度。素材の末端部に弧状の刃部を設け、刃部の調整角は70～ 83度。
掻器 中 素材の端部に刃部を設ける。素材の打面側は欠損する。刃部の調整角は中央から左側縁は鈍角で120度前後、右側は鋭角で65～70度6

殿器 An Ⅳ 中 厚手の素材の打面側が欠損する。刃部の調整角は65～ 115度で、刃部の中央付近で鈍角となっている。ナイフ形石器の可能性iゝ ある_

掻器 Ⅲ 下 厚手の素材の打面側が欠損する。先端角80度。左側縁の調整角は80～ 85度と急角度。刃角は40度前後。ナイフ形石器の可能性もある。

機器 Ch Ⅲ 上
素材は自然面打面を残す厚手で幅広の剥片で、剥離角は93度。素材の末端部と右側縁に刃部を設ける。末端部の二次加工は挟入状で、調整角
は75～ 85度。

快入石器 Ch Ⅳ 中 素材は複剥離面打面を残し、背面に自然面がある縦長の剥片で、剥離角は116度。左側縁に挟入部があり、調整角は58度 6

422 快入石器 Ⅳ 中
素材は単剥離面打面を残す縦長の剥片で、剥離角は107度。素材の背面には求心状の剥離あり。左側縁の扶入部の調整角は84度。右側縁に微
細剥離痕がある。

挟入石器 Ⅳ 中 素材は末端が蝶番剥離の剥片で、打面部が欠損する。挟入部の調整角は60度。

挟入石器 Ⅳ 下
素材は複剥離面打面が残る幅広の剥片で、剥離角は124度 :両側縁に二次加工が施され、調整角は左側縁が70度前後、右側縁が80度前後。右
側縁に快入部がある。ナイフ形石器に類似する。

二次加工のある剥片 Ⅳ 中 素材の打面側に急角度の二次加工が施されている。調整角は70度 前後。ナイフ形石器に類似する。

二次加工のある剥片 Ⅳ 中 単剥離面打面が残る幅広の剥片の背面に、両側縁に二次加工が施されている。剥片の剥離角は122度。

二次加工のある剥片 An Ⅳ 下 単剥離面打面が残る幅広の剥片の背面側の一側縁に二次加工が施され、ナイフ形石器状の形をつくる。剥離核は104度。

二次加工のある剥片 Ⅳ 中 単剥離面打面が残る幅広の剥片の剥面に80～ 90度の急角度の二次加工が施されている。剥片の剥離角は126度。

293 二次加工のある剥片 Ⅳ 中

剥片 Ⅳ 中 縦長の剥片。打面は自然面で剥離角は99度。

449 剥 片 An Ⅳ 下 縦長の剥片。単剥離面打面で剥離角は106度。背面に自然面あり。

剥 片 An Ⅳ 中 単剥離面打面が残る幅広の剥片で、剥離角は108度。背面に自然面あり。

剥 片 カクラン 複剥離面打面を残す幅広の剥片で、剥離角は97度。腹面の縁辺の一部に微細剥離痕がある。

剥 片 Ob Ⅳ 中
複剥離面打面を残す幅広の剥片で、剥離角は121度。背面に平坦剥離が見られる。末端部の一部に掻器の刃部様の剥離痕があり、角度は107度
前後。

剥 片 Ob Ⅳ 下 単剥離面打面が残る幅広の剥片で、剥離角は■6度。側面に自然面あり。腹面の末端の一部に微細剥離痕ありn

剥 片 Ⅳ 中 横長の剥片。単剥離面打面を残し、剥離角は■8度。

剥 片 An Ⅳ 中 横長の剥片。複剥離面打面を残し、剥離角は136度。背面に横長の剥片の剥離痕が残る。末端の=部に微細剥離痕が見られる。

剥 片 Ⅳ 中 横長の剥片。複剥離面打面を残し、剥離角は108度。背面には複数の縦長剥片の剥離痕が残る。

剥 片 Tu Ⅳ 中 自然面打面で剥離された幅広の剥片で、剥離角は125度。自然面から円礫を利用したことがわかる。末端部に微細剥離痕が残る。

石核 Ⅳ 中
幅広の剥片を剥離した石核。自然面が残り、母岩は円礫で、板状に分割されたものを石核としている。大型で幅広の剥片は平坦な剥離面を打面
とし、剥離角は124度。小型の幅広の剥片は自然面を打面として、剥離角は94度。

石核 Ⅳ 中
小型で幅広の剥片を剥離した石核。平坦な剥離面を打面とし、2種類の剥片を剥離し、剥離角はlИ度、12度。縁辺の一部に微細な剥離痕があ
る。

石核 Ob Ⅳ 中
小型で幅広の剥片を剥離した石核。平坦な剥離面を打面として、複数の剥片を剥離し、剥離角は118度、126度。縁片の一部に微細な剥離痕があ
る。

磁 Ch Ⅳ 上 幅広の剥片を剥離した石核。38と接合する。単剥離面を打面として剥離角101度で剥片を剥離。自然面あり。節理面で割れ、そこで接合する。

石 核 Ch Ⅳ 中
幅広の剥片を剥離した石核。37と 接合する。節理面で割れ、そこで接合するが、剥片剥離は割れた後におこなわれている。平坦な節理面を打面
とし、剥離角は110度。自然面あり。

敲 石 Ⅳ 中 L下に敲打痕あり。
敲石 Ⅲ 下 下端に敲打痕が残る。使用の衝撃で割れたもの思われる。

敲石 Ⅳ 中 下端の先端部のわずかな面積に敲打痕が残る。

2.仲町遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

信濃町大字野尻字上ノ原54卜 4、 544-1

個人住宅建設

工事立会

324」 (工事面積)

平成18年 7月 7日

表 5 主な出土遺物の観察表

出土遺物点数 0点
B.調査に至るまでの経緯と調査結果

住宅建設予定地の地形は北西方向へ下がる傾斜地であ

った (図 23)。 設計では斜面の低い部分に盛 り土をし、

盛り土の範囲内で基礎工事をおこない、現状の地表面は

掘削 しないことになっていたため、遺跡が保護されると

判断 し、基礎工事開始の日に工事立会をおこなって状況

確認をした。

3.海端遺跡 (2006倉 庫建設地点)

A.概要

所在地    信濃町大字野尻34■ 5

原因     倉庫建設

0                   100m

一-12-一

図23 仲町遺跡の範囲と調査地の位置



調査方法

調査面積

試掘調査

5。9ぱ

調査期間   平成18年11月 7日

出土遺物点数 10点

B.調査に至る経緯と調査結果

海端遺跡内で倉庫の建設が計画されたため、当該地の

遺跡の状況を確認するために試掘調査を実施した。道路

よりも低い平坦な荒蕪地で、北側は畑地、南側は林地と

なっていた (図 24)。 建設予定地の 4隅に1.5m× 0.8mの

試掘用のトレンチを設置して手掘りにより掘り下げて調

査を実施した。数十年前にここに建物があったというこ

ともあり、東側のトレンチでは客土を確認した (図 25)。

北西のトレンチから土師器片が出土したためトレンチを

拡張をしたが、遺物の分布範囲は広がらなかった (図

26)。 遺物は10点 出土 したが、いずれも幅 2cm程度の

小片で、遺構も確認できなかったことから、遺跡の縁辺

部と思われ、本調査の必要はないと判断した。遺物は 2

点が縄文土器で、 8点が土師器である。縄文土器には

RLの縄文が施されている (図 27)。 胎土には繊維痕が

残ることなどから縄文時代早期に位置づけたい。土師器

については時期を決める手がかりがないため、周囲の遺

跡との関係から判断して、概ね平安時代に位置づけてお

くことにする。

図24 海端遺跡の範囲と調査地の位置

・ 柱状図記載位置

I 表土 植物の根を多く含む

Ⅱ 客土 黒褐色土(Hue5YR2/1)

V盛 土 黒褐色土(Hue5YR2/1)

・緻端           性__ゴ m

図26 海端遺跡の遺物の分布

4.照月台遺跡 (2006個人住宅地点)

A.概要

所在地    信濃町大字野尻字滝沢775-13

原因     個人住宅建設

調査方法   試掘調査

調査面積   7.6ポ

調査期間   平成18年 4月 24日 ～ 4月 25日

φ10cmの 艇 橙趣■コリアを含む明黄褐色土Hue10YR6/8)が混ざる     粘性なし、しまりなし

皿 客土 黒色土Hue7.Ⅳ貶 /1)

¢2cmの砂利猜 む

φ～5cmの階 む

0 2cm

&zt @fffi€DtH*.DfrWXt*S

図25 海端遺跡の調査範囲と土層

出土遺物点数 3点
B.調査に至る経緯と調査結果

照月台遺跡内で個人住宅の建設が計画されたため、当該地の遺跡の状況を確認するために試掘調査を実施 した。

地形は北側へ下るやや角度のきつい斜面であった (図 28)。 ここに1.5m× 0.8mの試掘 トレンチを建設予定地の 4

隅に設置し、基礎工事で掘削する予定の地表下50cmま でを手掘りにより掘り下げた。南側に設定した トレンチ

］□
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※標高の基準点が近くに無 、便宜的に EL(道 路勝 ンクリートの端+lm)を 製 して用いた
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から遺物が出土したため、東西方向に拡張した (図 29

のトレンチ 1)。 しかし、遺物は3点のみで、遺物の

分布範囲が広がらないことが確認できたため (図 30)、

本調査は必要ないと判断した。遺物は土師器 1点、土

器 1点、礫 1点で、小片のために時期の特定は難しく、

土師器の存在から概ね平安時代としておきたい。

5.上ノ原遺跡 (2006研 究所地点)

A。 概要

所在地    信濃町大字柏原183-2

原因     研究所建設

調査方法   確認調査・試掘調査

調査面積   研究所建物 038ピ 研究所下水道管

敷設 04.8r

調査期間   研究所建物・平成18年 6月 22日 ～ 6

月23日

研究所下水道管敷設 0平成18年11月

7日 ～11月 10日

出土遺物点数 0点
B.調査に至る経緯と調査結果

鳥居川消防署信濃町分署の裏手に柏原グラウンドが

ある (図 31)。 これは1948年 (昭和23年)に開校 し、

1989年 (平成元年)に 閉校となった北部高校の信濃町

分校グラウンドとして使用されていたところである。

ここにバイオマスの研究施設を建設することになった

ために遺跡の保護協議をおこなった。周辺では、今回

の調査地の西側で、1990年 (平成 2年)に開墾が原因

で発掘調査が実施され、旧石器時代細石器文化の石囲

い炉が検出されるなど、国内でも希少な遺構が確認さ

れている (中村 1992)。 また、 1996年 (平成 8年 )

にはグラウンド内に高速道路建設の舗装用プラントを

建設するために確認調査が実施され、開発で掘削する

深さ50cmま では客土がされていることが確認された。

今回の建物の設計では深さ115cmの 掘削が予定され

ていたが、グラウンドの造成時に切り土と盛りILが ど

図28 照月台遺跡の範囲と調査地の位置
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図29 照月台遺跡の調査範囲と土層
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一̈図31 上ノ原遺跡の範囲と調査地の位置
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図30 照月台遺跡の遺物の分布
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I:客 土

全体的ににぶい黄褐色 (Hue10YR 5/3)

小礫・スコリア等を含む

II:赤 黒土(Hue10YR l.7/1)[柏 原黒色火山灰層]

粘性なし、しまりあり

木の根を含む

111:にぶい赤褐色土(Hue5YR 4/3)[モ ヤ層]

スギナの根を含む

IV:黄 褐色土(Hue10YR 5/6)

粘性あり、しまりあり

V:褐 色土(Hue7 5YR 4/4)

Ⅵ :暗赤褐色土(Hue5YR 3/3)[勲 色制

VII:明 褐色土(Hue7.5YR 5/6)

粘性あり、しまりあり

Ⅵ II:赤 褐色スコリア(Hue2.5YR 4/8)

粘性なし、しまりあり硬い

青灰色。白色ラピリを含む

IX:黒 色土(Hue2 5Y 2/1)

砂質

X:オリープ黄色粗粒砂(Hue5Y 6/3)

Xl:暗 灰黄土(Hue2.5Y4/2漸移層 水付 )

Xll:明 黄褐色土(Hue2.5Y6/6水付 )

XIH:黄褐色土(Hue10YR 5/6水 付 )

粘性強い、しまりあり

XIV:黄 褐色シルト(Hue10YR 5/6)

粘性なし、しまりあり

III遺物包含層

all

↓

図32 上ノ原遺跡の調査位置と土層 (TPは テストピットの略)
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黒褐色土に褐色土が7昆ぎる

V褐 色土(Hue7 5YR4/0黄褐色ローム層

料潤多)り 、しまりあり

堤潤多

"、

しまりあり

Ⅲ 黒褐色虫 Hue7.駅 3/2)漸移層上部     Ⅶ層がプロック状に混ざる

粘性あり、しまりあり Ⅶ 黒褐色土(Hue7 5YR3/2)黒 色帯

Ⅳ 暗赤陽色土鯛ue5YR3/3)漸移層下部    粕bり 、しまりあり

粘性あり、しまりあリ             プロック状に分力れる

※標高の基準輛 近`くに無く、便宜的に EL囲騨抗 +lm)を基呵直として用いた

発掘調査不要の範囲

・ 柱状図記載位置

図33 上ノ原遺跡の下水道管敷設に伴う試掘調査の位置と土層

のような範囲でおこなわれていたかが不明であったため、遺跡が残されている可能性を含めて確認する必要があ

った。保護協議では、グラウンド内であれば建設地を移動できるため、調査の結果によって遺跡に影響の無い位

置に建物を移動 したいとの事業主の意向があったため、遺物を包含する可能性がある地層の有無を確認すること

を目的に調査をおこなった。バックホウによって、2。Om× 1。Om程度のトレンチを19ヶ 所 (TP-1～ 19)掘削し、

地層の記録をおこなった (図 32)。 その結果、当初の建設予定地は客土がなされており、その下に遺物を包含す

る可能性がある地層 (Ⅱ からⅥ層上部までで、図32の柱状図で網かけの部分)が残されていることを確認 した。

また、TP-11、 TP-14よ りも南側はグラウンド造成時の削平により、ⅡからⅥ層上部は残されていないことが確

認できた。このことを事業主へ伝えたところ、ゲートボール場として使われていたあたりへ建設するように計画

変更がなされた。そのため、本調査は実施しないことにした。

ただし、下水道管の敷設については遺跡を破壊する可能性があったために、事前に試掘調査を実施した。下水

道管敷設予定の範囲をバリヽクホゥで客土を取り除いた後、1.5m× 0.8mの トレンチを4ヶ 所設定して手掘りをお

こなった (図 33)。 いずれのトレンチからも遺構、遺物は確認できなかったことから、本調査は必要ないと判断

し、調査を終了 した。

6。 東裏遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

信濃町大字柏原字東裏33← 2

個人住宅建設

工事立会

311ピ (工事面積)

調査期間   平成18年 6月 30日

出土遺物点数 0点
B.調査に至る経緯と調査結果

東裏遺跡内で個人住宅の建設が計画されたが、既存の

建物を解体した後、ほぼ同じ位置に建設する計画であっ

た。既存の建物の基礎工事をおこなった際とこれを撤去

-16-

図34 東裏遺跡の範囲と調査地の位置



する際に大きく改変され、遺跡が残されていない可能性が高かったため、工事立会とし、基礎工事の掘削時に状

況確認をおこなった (図 34)。

7.野尻湖団地遺跡

A。 概要

所在地

原因

調査方法

調査面積   325」 (工事面積)

調査期間   平成18年 7月 5日

出土遺物点数 0点
B.調査に至る経緯と調査結果

野尻湖団地遺跡内で個人住宅の建設が計画されたが、

既存の建物を解体した後、ほぼ同じ位置に建設する計

画であった。既存の建物の基礎工事をおこなった際と

これを撤去する際に大きく改変され、遺跡が残されて

いない可能性が高かったため、工事立会とし、基礎工

事の掘削時に状況確認をおこなった (図 35)。

図35 野尻湖団地遺跡の範囲と調査地の位置

信濃町大字柏原字小丸山2470-17

個人住宅建設

工事立会

8。 東裏遺跡

A.概要

所在地

原因

調査方法

調査面積

調査期間

(2006個 人住宅地点)

信濃町大字柏原466-27

個人住宅建設

試掘調査

7.2ピ

平成18年 9月 20日

出土遺物点数 0点
B.調査に至る経緯と調査結果

東裏遺跡内で個人住宅の建設が計画されたため、当

該地の遺跡の状況を確認するために試掘調査を実施 し

た。 地形はやや東側に下る緩斜面であった (図 36)。

基礎工事の範囲に1.5m× 0。8mの試掘 トレンチを 6ヶ

所設置 し、手掘 りをおこなった結果、図37の トレンチ

2、 3、 5、 6で はⅢ層が客土であり、埋め立てられ

ていることがわかった。土地の人からも埋め立てて造

成された場所との話を聞 くことができた。 トレンチ 1、

4に は本来の地層が残されていたが、遺構・遺物は確

認できなかった。こうしたことから本調査は必要ない

と判断 した。

9.柳原遺跡 (2006信濃中学校地点)

A.概要

所在地    信濃町大字古間字柳原491-1

原因 統合小学校建設

調査方法   確認調査

調査面積   97.6ポ

調査期間   平成18年 11月 22日 ～11月 27日

出土遺物点数 11点

B.調査に至る経緯と調査結果

信濃町で 5校ある小学校を統合して 1校にする方針

図36 東裏遺跡の範囲と調査地の位置
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図37 東裏遺跡の調査範囲と土層

調査範囲
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が出され、信濃町教育委員会総務教育係が統合校舎

の建設予定地を選定している中で、信濃中学校のグ

ラウンドがその有力な候補地となった。信濃中学校

は旧北国街道古間宿を東に望む段丘上の高台に位置

する。西側には一段低い面に水田が広がり、段丘面

と水田との比高は約80mである (図 38)。 信濃中学

校は町内の中学校を統合 してできたもので、昭和43

年 (1968)に 着工、昭和45年 に竣工した。当時の工

事記録によれば、この場所は西から東に下る緩斜面

になっていて、概ね西側を切り土し、東側に盛り土

をして造成されたことがわかった。ここでは工事の

際に土器が出土したとの証言が得られていることと、

平成元年に『信濃町のロマンを求めて』としてまと

められた信濃中学校 3年 5組の調査記録の中で、テ

ニスコートから黒曜石製のナイフ形石器が 1点出土

した記録があることから、旧石器時代と平安時代の

遺跡とされている。しかし、これまでにこの遺跡内

で発掘調査が実施された経緯はなく、遺跡の状況は

不明であった。このようにすでに造成済みであるも

のの、遺跡が残されている可能性がある場所につい

て、どのように保護策をとるべきか長野県教育委員

会の意見を聞くために、 9月 4日 に県教育委員会文

化財・生涯学習課と町教育委員会総務教育係、生涯

学習係の三者で現地を確認しながら協議をおこなっ

た。県教委の意見は次の5つ のことを確かめるため

の確認調査を実施すべきとのことであった。①グラ

ウンドの東側は盛り土されている可能性が高いので、

盛り土の状況とその下に遺跡が残されているか確認

すること、②盛り土と切り土の境界がどのあたりに

あるか確認すること、③切り土されているという西

側には遺跡が残されていないか確認すること、④校

舎の南側で遺跡が残されているかを確認すること、

⑤テニスコートの周辺で旧石器時代の遺物包含層が

残されているかを確認すること、の 5点である。こ

の意見に従って調査を実施することになり、調査時

期については中学校と協議し、部活動などの影響が

少ない11月 22日 から調査をおこなうことになった。

①については図39の トレンチ 1～ 5、 ②はトレンチ

6、 ③はトレンチ 7、 ④はトレンチ 8、 ⑤はプール

の南側のテニスコート脇で法面の地層を調査した。

C.調査の方法

盛り土が施されていると考えられたグラウンドの

東側については約80mの直線上に20m間隔で 5箇

図38 柳原遺跡の範囲と調査地の位置

所の トレンチを設定した (図39ト レンチ 1～ 5)。 5m× 3mをバックホウ (0.5ク ラス)で慎重に掘肖Jし てもら

い、 旧表土と思われる黒褐色土が出たところで重機による掘削をやめ、 その下は1.5m× 0.8mの範囲を手掘りに

よって掘り下げた。 トレンチ 6はバックホウによって長さ約15mを約 lmの幅で、1.2m程度の深さで掘り、地

層の状況を確認 した。 トレンチ7も 同様にバックホウによって掘削し、 3m× lm程度の範囲を1.2m程度掘り

下げた。 トレンチ 8は草の生えた表±15cm程度を小型のバックホウで景Jぎ取った後、手掘りによって掘り下げた。

D.調査の結果

トレンチ 1～ 5では予想通り埋め土の下には旧表土があり、遺物包含層が残されていることを確認した。グラ

性 _下 _す =」
Om

図39 柳原遺跡の調査位置
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1囲

トレンチ 1

2圏

トレンチ 2

I 辱誓鷹土 Hue5Y厖 /1)

‖ 黒褐色ゴHue5Ⅶ 2/1)

粘性なし、しまりあり

灰色の繊維状のものが混ざる

Ⅲ 躙 Hue7 5YR4/6p

粘性あり、しまりあり

Ⅳ 封唖蝋質 土 Hue10YR5/8)

粘潤あり、しまりあり

粘性なし、しまりあり

黄灰色粘土のプロックを含む

Ⅵ 灰オリープ粘土(Hue7 5Y5/2)

黒褐色土が混ぎる

Ⅵl黄褐色粘質虫 Hue10YR5/0

粘性あり、しまりあり

N/1nオリープ黒色中粒砂(Hue7 5Y3/1)

Ⅸ 灰色中粒砂(Hue7.5Y4/1)

X 浅黄色粘土(Hue2 5Y7/0

粘潤多

"、

しまりあり

上部にリモナイト汚染あり

植物の根を含む

Xl にぶい黄色砂礫(Hue2 X閾 /4)

粘性なし、しまりあり

～ 2cmの礫が歴 る

リモナイト汚染あり

Xl にぶい黄橙色シルト(Hue10YR6/4)

粘性あり、しまりあり

リモナイト7ラ 染あり

・ 柱 状 図記載 位 置      LJ
ll11匡雪幾掘肖J鋼        トレンチ 7

グラウンド 3園

トレンチ3

4囲

トレンチ4

5圏
トレンチ 5

8」型型里駕認雲騨6

図40 柳原遺跡の土層 (1)
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ンドの東側は厚いところで1.4m程度、浅いところで

もlmの盛り土があり、その下に旧表土と思われる

黒褐色土が確認できた (図 40の I黒褐色土、Ⅱ黒褐色

土)。 トレンチ 2で はこの層から平安時代のものと思

われる土師器が出土した。また、 トレンチ 3、 4で は

Ⅵ灰オリーブ粘土層があり、水田の痕跡とも考えられ、

かつて水田があったことが推測できた。 トレンチ4か

らはⅥ層の上の耕作土 (V層)か ら珠洲焼の破片が出

土した。Ⅳ層以下は粘土質の土層となる。今回の調査

で旧石器時代の遺物は出土しなかったことと、地層の

ようすから旧石器時代には完全に陸化した状況になっ

ていなかったと思われることから、 トレンチ 1～ 5の

地点には旧石器時代の遺跡がある可能性は低いと判断

した。

トレンチ２曰

］□
凡 例

●珠洲焼

■礫

Oその他

図42 柳原遺跡の遺物の分布  柳原遺跡出土の珠洲焼

トレンチ 6で はその柱状図を見ると、柱状図11～ 16で黒褐色土 (I層)の上部を削った後、客土されているこ

とがわかる。よって、古代、中世の遺物を包含するI層があまり残されていないために、グラウンドの中央部に

おいても遺跡が残されている可能性が低いと考えられる。柱状図 8～ 10で は遺物包含層部分は切り土によって完

全に取り去られていることがわかる。 トレンチ7も 同様に削平を受け、かつ、粘土層、シル ト層、砂礫層などの

水成層であることから、旧石器時代の遺跡が残されている可能性もほとんどないものと思われる。

トレンチ 8で は客土の下に旧表土以下の地層が残されていたが (図 41)、 遺構や遺物は出土しなかった。 この

周囲は駐輪場や倉庫などが建設されており、全く改変を受けずに残されている場所はわずかであると思われる。

プールの南側のテニスコート脇では旧石器時代の地層が残されているか確認するために法面を手掘りにより削

ってみたが、すべて客土であることがわかった。よって、過去にテニスコートから出土した旧石器時代の石器に

ついてはその出土位置を特定することができなかった。テニスコート造成時に搬入された土に石器が含まれてい

た可能性も含め、再検討が必要である。

E.出土遺物

トレンチ 2で は土師器の破片が 4点出土した (図 42)。 小片であり時期を特定することは困難であるが、周囲

の遺跡との関係から、概ね平安時代のものと考えておきたい。 トレンチ4か らは珠洲焼の破片 (図43)が出土し

た。甕の破片と思われ、珠洲焼がこの地域に流通した室町時代の所産と考えられる。

F。 まとめ

以上のような調査の結果から、グラウンドの東側 3分の1の範囲に遺跡が残されていることがわかった。時代

は古代と中世であり、旧石器時代の遺跡がある可能性は低いと思われる。よって、遺跡が残されているこの地域

に校舎等の建物を建てる計画になった場合には本調査が必要である。

10。 一里塚遺跡 (2006個 人住宅地点)

A.概要

所在地    信濃町大字古間字一里塚966-6

原因

調査方法

調査面積

調査期間

個人住宅建設

試掘調査

8ゴ

平成18年 9月 28日 ～ 9月 30日

出土遺物点数 16点

B.調査に至る経緯と調査結果

一里塚遺跡内で住宅の建設が計画されたため、当該

地の遺跡の状況を確認するために試掘調査を実施 した。

道路よりも若干高 く、北東側へ緩やかに下る地形で、

畑地として利用されていた場所である (図 44)。 基礎

工事予定地に1.5m× 0。8mの試掘用の トレンチを 6ヶ

所設置 して手掘 りをおこない、遺物が出土 した地点

(ト レンチ 4)のみ拡張 した (図 45)。 地層は10cm程

邊前 撃m邸

図44 -里塚遺跡の範囲と調査地の位置
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図45 -里塚遺跡の調査範囲と土層

の耕作土の下に黒ボク土、黄褐色のローム層が堆積 していた。遺物が16点出土 
図46 -里塚遺跡の遺物の分布

したが (図 46)、 いずれも耕作土中からの出土で、攪乱を受けない地層から遺構・遺物は確認できなかったこと

から、本調査は必要ないと判断した。遺物は土師器と陶磁器、素焼きの土器であった。小片のために時期を特定

するのは困難であるが、土師器は概ね平安時代、陶磁器と素焼きの土器は近世以降のものとしておきたい。

11.諏訪ノ原遺跡 (2006個 人住宅地点)

A.概要

所在地    信濃町大字富濃字諏訪ノ原1906-9

原因     個人住宅建設

調査方法   試掘調査

調査面積   5。 1ゴ

調査期間   平成18年 9月 13日

出土遺物点数 15点

図47 諏訪ノ原遺跡の範囲と調査地の位置
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図48 諏訪ノ原遺跡の調査範囲と土層

図49 諏訪ノ原遺跡の遺物の分布



B.調査に至る経緯と調査結果

諏訪ノ原遺跡内で住宅の増築部分の建設が計画され

たため、当該地の遺跡の状況を確認するために試掘調

査を実施した。地形はほぼ平坦で、現状は畑であった

(図 47)。 基礎工事予定地に1.5m× 0.8mの試掘用の ト

レンチを 3ヶ 所設置して、基礎工事で掘削する予定の

深さ約50cmま で手掘りをおこなった。遺物が出土 し

た地点のみ拡張し (ト レンチ 2)、 遺物の広がりを確

認した (図 48)。 地層は耕作土の下に黒ボク土が厚く

堆積 していた。遺物は石器 2点 と土師器である (図

49)。 縄文土器は出土しなかった。石器はいずれも無

◆

O 5cm

図50 諏訪ノ原遺跡出土の石器

斑晶質安山岩製で縄文時代の石鏃とスクレイパーである (図 50)。 土師器片はいずれも幅 2cm程度の小片であ

り、時期を特定するのは難しく、概ね平安時代としておきたい。遺物の多くは耕作土から出土しており、遺構も

確認できなかったことから、遺跡の縁辺部と考えられ、本調査は必要ないと判断した。

12。 諏訪ノ原遺跡

A.概要

所在地    信濃町大字富濃字諏訪ノ原2010-2

原因     倉庫建設

調査方法   工事立会

調査面積   700」 (工事面積)

調査期間   平成18年 9月 4日

出土遺物点数 0点
B.調査に至る経緯と調査結果

諏訪ノ原遺跡内で倉庫の建設が計画されたが、既存

の建物を解体した後、ほぼ同じ位置に建設する計画で

あったため、既存の建物の基礎工事をおこなった際と

これを撤去する際に大きく改変されてしまい、遺跡が

残されていない可能性が高かったため、工事立会とし、

基礎工事の掘削時に状況確認をおこなった (図 51)。

文献

小林達雄 1982 伊勢見山遺跡 。長野県史考古学資料編 全一巻(2)主要遺跡 (北・東信).57-62.
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図51 諏訪ノ原遺跡の範囲と調査地の位置
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表 7 清明台遺跡の全遺物 リス ト (2)※礫を除 く
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写真図版 1

1.清明台遺跡 調査の様子① 2.清明台遺跡 調査の様子②

3.清明台遺跡 遺物の分布 (北から) 4.清 明台遺跡 遺物の出土状況

:攀欝手■,VTⅨ響鸞

7。 清明台遺跡 礫群 1～ 3の検出状況 (北から) 8.清明台遺跡 基本層序



写真図版 2

1.清明台遺跡 ナイフ形石器 (図 番号1)の 出土状況 2.清明台遺跡 剥片 (図 番号31)の 出土Jや兄

3。 清明台遺跡 二次加工のある剥片 (図 番号23)の 出土状況 4.清 明台遺跡 敲石 (図 番号39)の 出土状況

5。 海端遺跡 調査の様子

7。 上ノ原遺跡 研究所建設予定地の調査の様子 8。 上ノ原遺跡 下水道管敷設工事に伴う調査の様子



写真図版3

1.東裏遺跡 調査の様子 2.柳 原遺跡

調査の様子 4.柳原遺跡 トレンチ2の 遺物出土状況 (東から)

5.柳 原遺跡 土師器の出土状況



写真図版 4
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写真図版 5
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1.清明台遺跡の主な出土遺物②
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20060913
5。 1

(工事面積70)

個人住宅
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土師器など

15`点

」
原

わ
訪

す
諏
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訪
町
　
・２

の
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諏

』
県
だ
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の
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椰
長

曇
昌

205834
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41秒
20060904

工事面積

700
倉庫建設 散布地 な し
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